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研
鑑 

   

司
会
＝
前
回
は
「
価
値
法
則
」
ま
で
行
い
ま

し
た
。
今
回
は
、
資
本
主
義
生
産
方
法
に
よ

る
商
品
生
産
の
成
長
と
発
展
、
お
よ
び
矛
盾

の
拡
大
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
部
協
の
レ
ポ
ー
ト
の
報
告
を
お
願
い
し
ま

す
。 

Ｓ
Ｋ
＝
は
じ
め
に
、
資
本
主
義
的
生
産
の
特

徴
を
再
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

第
一
は
、
生
産
の
無
政
府
性
（
無
計
画

性
）
で
す
。
だ
れ
が
、
ど
こ
で
、
な
に
を
、

ど
れ
だ
け
作
る
か
は
、
各
人
の
自
由
で
す
。

で
も
、
目
に
見
え
な
い
価
値
法
則
が
働
き
、

社
会
は
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
前
回
は
学

び
ま
し
た
。
第
二
は
、
単
純
協
業
か
ら
マ
ニ 

        

ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー
を
経
て
、
大
工
業
の
商
品

生
産
へ
と
分
業
が
進
化
し
社
会
的
生
産
に
な

り
ま
す
。
第
三
は
、
生
産
手
段
の
私
有
と
同

時
に
生
産
物
（
商
品
）
の
取
得
も
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
の
も
の
と
な
る
こ
と
で
す
。 

 

こ
れ
ら
を
基
本
に
据
え
て
、
資
本
主
義
的

生
産
は
、
テ
キ
ス
ト
に
は
書
い
て
い
ま
せ
ん

が
拡
大
再
生
産
を
繰
り
返
し
成
長
・
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
産

業
革
命
後
の
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
社
会
の
土

台
で
あ
る
経
済
構
造
の
変
化
と
発
展
お
よ
び

矛
盾
の
拡
大
に
つ
い
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
関
係
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
自
分
の
目
で
見
て
、
自
分
の 

        

頭
を
使
っ
て
調
査
・
研
究
し
、
矛
盾
の
拡
大

と
そ
の
解
決
方
法
を
発
見
し
た
の
で
す
。 

司
会
＝
Ｓ
Ｋ
さ
ん
お
得
意
の
ざ
っ
く
り
と
資

本
主
義
的
生
産
方
法
の
特
徴
点
を
三
つ
に
ま

と
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
基
本
で
す

ね
。
続
い
て
お
願
い
し
ま
す
。 

 

産
業
予
備
軍
の
法
則 

 

Ｓ
Ｋ
＝
小
経
営
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー
か

ら
大
工
場
の
生
産
方
式
に
な
る
と
多
数
の
労

働
者
が
必
要
と
さ
れ
、
農
民
や
ギ
ル
ド
の
職

工
・
親
方
な
ど
中
産
階
級
か
ら
賃
金
労
働
者

と
し
て
駆
り
出
さ
れ
て
き
ま
す
。
大
工
業
の

みんなの学習講座 
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資
本
家
は
他
の
資
本
家
に
負
け
な
い
た
め
に
、

よ
り
良
い
商
品
を
、
よ
り
安
く
、
大
量
に
作

ろ
う
と
機
械
の
改
良
を
重
ね
ま
す
。 

 

そ
の
結
果
、
今
ま
で
仮
に
１
０
０
０
人
の

労
働
者
が
働
い
て
い
た
と
し
ま
す
。
機
械
の

改
良
で
半
分
の
人
数
で
、
今
ま
で
以
上
の
生

産
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

５
０
０
人
の
労
働
者
は
不
要
と
な
り
首
切

り
・
失
業
に
陥
る
の
で
す
。 

 

生
産
の
無
政
府
性
（
自
由
競
争
）
は
、
失 

            

業
の
不
可
避
性
を
生
み
出
し
ま
す
。
エ
ン
ゲ

ル
ス
は
「
産
業
予
備
軍
の
法
則
」
と
い
い
、

①
産
業
界
の
多
忙
な
時
に
は
自
由
に
利
用
で

き
、
そ
れ
に
必
ず
続
く
恐
慌
の
時
に
は
、
容

赦
な
く
路
頭
に
放
り
出
さ
れ
る
労
働
者
で
す
。

②
賃
金
を
資
本
の
要
求
に
合
う
よ
う
な
低
い

水
準
に
引
き
下
げ
る
役
目
を
す
る
調
整
器
と

言
っ
て
い
ま
す
。
今
日
的
に
は
、「
非
正
規

社
員
」
と
い
わ
れ
る
存
在
も
同
様
と
考
え
ま

す
。 

司
会
＝
失
業
の
不
可
避
性
、
産
業
予
備
軍
と

し
て
、
賃
金
を
引
き
下
げ
る
調
整
器
と
し
て
、

失
業
者
は
常
に
作
ら
れ
る
。「
法
則
」
だ
か

ら
、「
必
ず
そ
う
な
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
思
い
ま
す
か
？ 

Ｈ
Ｇ
＝
私
は
１
９
７
４
年
に
高
卒
で
入
社
し

ま
し
た
。
日
本
は
戦
後
の
高
度
成
長
期
で
私

も
そ
う
で
す
が
、
地
方
の
田
舎
か
ら
都
会
へ

出
て
き
て
就
職
し
働
き
ま
し
た
。
失
業
者
が

生
み
出
さ
れ
る
の
は
、
法
則
だ
と
言
わ
れ
て

も
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
。
一
般
的
常
識
で
は
、

誰
し
も
失
業
は
し
た
く
な
い
か
ら
、
就
職
す

る
時
に
、
こ
の
会
社
の
将
来
性
や
安
定
感
を

考
え
、
選
ん
で
就
職
す
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
い
い
会
社
、
い
い
職
場
に
就
職
す
る
た

め
に
、
ま
ず
い
い
学
校
に
入
り
勉
強
し
て
就

職
に
有
利
に
な
ろ
う
と
、
親
も
子
も
必
死
で
、

競
争
社
会
に
負
け
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
考

え
行
動
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

失
業
し
た
ら
、
本
人
や
親
が
悪
い
と
思
う
の

が
一
般
的
だ
と
思
い
ま
す
。 

司
会
＝
次
の
課
題
と
も
関
連
し
ま
す
。
先
に
、

次
の
レ
ポ
ー
ト
報
告
を
受
け
て
か
ら
討
論
を

続
け
ま
す
。 

 

窮
乏
化
の
法
則 

 

Ｓ
Ｋ
＝
次
に
、
生
産
の
無
政
府
性
の
成
長
・

発
展
の
具
体
化
で
す
。
例
え
ば
、
靴
生
産
の

小
経
営
会
社
が
当
初
１
０
０
社
あ
っ
た
と
し

ま
す
。
拡
大
再
生
産
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。

靴
の
販
売
価
格
は
、
社
会
的
平
均
的
価
格
で

売
ら
れ
ま
す
。
そ
の
平
均
価
格
が
１
万
円
だ

っ
た
と
し
た
ら
、
１
万
円
以
上
の
コ
ス
ト
を

職安に押しかける失業者（１９４９年） 



 - 42 - 

か
け
て
い
る
と
こ
ろ
は
倒
産
し
ま
す
。
倒
産

し
た
会
社
と
そ
の
市
場
は
生
き
残
っ
た
会
社

へ
吸
収
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
当
初
１
０
０
社
あ
っ
た
会

社
が
、
50
社
、
10
社
へ
と
資
本
の
集
中
・

集
積
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
れ
は
一
方
に
お
け

る
富
の
蓄
積
と
し
て
現
れ
ま
す
。
と
同
時
に
、

反
対
の
極
＝
労
働
者
階
級
の
側
に
は
、
貧
困
、

労
苦
、
奴
隷
状
態
、
無
知
、
野
獣
化
、
道
徳

的
堕
落
の
蓄
積
と
し
て
現
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
現
象
を
、
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
で

は
「
資
本
主
義
的
蓄
積
の
一
般
的
法
則
」
で

述
べ
て
い
ま
す
。 

 

自
分
で
レ
ポ
ー
ト
し
て
疑
問
に
思
っ
た
の

は
、
先
の
唯
物
史
観
の
時
に
、
社
会
の
土
台

は
下
部
構
造
＝
経
済
構
造
の
変
化
・
発
展
が

基
底
的
で
上
部
構
造
で
あ
る
政
治
や
法
律
は

下
部
構
造
に
規
定
さ
れ
る
と
学
び
ま
し
た
。

だ
が
、
こ
の
章
の
〔
資
本
主
義
の
発
展
〕
に

は
「
資
本
の
運
動
と
か
」「
下
部
構
造
の
変

化
・
発
展
」
は
詳
し
く
出
て
な
い
。
な
ぜ
、

で
す
か
？ 

司
会
＝
レ
ポ
ー
タ
ー
の
Ｓ
Ｋ
さ
ん
か
ら
疑
問

点
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｉ
さ
ん
の
見
解

を
お
願
い
し
ま
す
。 

Ｓ
Ｉ
＝
古
典
学
習
に
限
ら
ず
、
テ
キ
ス
ト
は

そ
の
時
々
の
社
会
情
勢
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
冒
頭
に
学
習
し
た

よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
１
８

４
８
年
に
『
共
産
党
宣
言
』
を
ロ
ン
ド
ン
で

公
刊
し
、
旧
い
共
産
主
義
か
ら
脱
皮
し
た
、

か
れ
ら
の
あ
た
ら
し
い
共
産
主
義
者
同
盟
の

綱
領
と
し
て
宣
言
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
30
年
後
に
発
刊
さ
れ
た
の
が
、
今

回
の
『
空
想
よ
り
科
学
へ
』
で
、
当
時
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
空
想
的
社
会
主
義
者
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
私
講
師
で

あ
っ
た
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
人
気
が
高
か
っ
た
。

だ
が
、『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
を
出
し
、

マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
世
界
観
を
労
働

者
に
提
示
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
、「
科
学

的
社
会
主
義
と
は
何
ぞ
や
」
と
い
う
大
問
題

に
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
答
え
て
い
る
の
で
す
。 

 

と
同
時
に
、
そ
の
前
に
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン

ゲ
ル
ス
は
何
度
も
会
い
、
二
人
の
調
査
・
研

究
し
た
も
の
を
突
き
合
わ
せ
、
互
い
に
分
担

し
ま
し
た
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
『
空
想
よ
り
科

学
へ
』、
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
一
巻

を
書
き
、
発
刊
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｋ
さ
ん
の

疑
問
点
で
あ
る
「
資
本
の
運
動
」
と
か
「
下

部
構
造
の
変
化
・
発
展
」
に
つ
い
て
は
、

『
資
本
論
』
学
習
に
委
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
こ
の
本
の
発
刊
さ
れ
た
時
代
背
景
や

社
会
情
勢
も
含
め
て
学
習
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

司
会
＝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。『
資
本

論
』
に
何
が
書
か
れ
て
い
る
か
、
Ｍ
さ
ん
に

要
点
を
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

Ｍ
＝
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
主
義
社
会
の
基
礎

形
態
で
あ
る
「
商
品
」
か
ら
出
発
し
、
そ
の

商
品
の
内
在
的
論
理
と
そ
の
矛
盾
に
つ
い
て

研
究
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
価
値
と
使

用
価
値
の
統
一
体
で
あ
る
商
品
か
ら
出
発
し
、

一
般
的
等
価
物
の
貨
幣
出
現
の
必
然
性
を
論

証
し
ま
す
。
貨
幣
は
労
働
力
と
い
う
特
別
な

商
品
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
過
程
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に
取
り
込
み
資
本
と
な
り
、
価
値
増
殖
運
動

を
展
開
し
ま
す
。 

 

こ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
が
、
剰
余
価

値
を
生
産
す
る
特
殊
商
品
で
あ
る
労
働
力
商

品
で
す
。
こ
の
剰
余
価
値
の
生
産
を
搾
取
す

る
こ
と
が
資
本
の
目
的
で
あ
り
、
特
別
剰
余

価
値
、
相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
が
い
か
に

な
さ
れ
る
か
科
学
的
に
立
証
し
た
の
で
す
。 

司
会
＝
そ
う
で
す
ね
。
必
要
な
部
分
は
補
足 

             

説
明
も
含
め
て
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
先

の
産
業
予
備
軍
の
法
則
、
窮
乏
化
の
法
則
は

わ
か
り
ま
し
た
か
？ 

Ｔ
Ｋ
＝
Ｈ
Ｇ
さ
ん
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、

私
た
ち
の
時
代
は
終
身
雇
用
制
で
、
あ
る
程

度
雇
用
は
守
ら
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
団
塊
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
世
代
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
「
就
職
氷
河
期
」
と
言
わ

れ
、
派
遣
労
働
が
解
禁
さ
れ
、
男
女
機
会
均

等
法
の
成
立
で
、
母
性
保
護
で
守
ら
れ
て
い

た
諸
権
利
部
分
が
奪
わ
れ
、
女
性
も
男
性
と

同
じ
よ
う
に
働
け
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
制
度
の
基
本
的
部
分
が
１
９
９
５
年
に
当

時
の
日
経
連
が
打
ち
出
し
た
「
新
時
代
の

『
日
本
的
経
営
』」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
、
正
社
員
を
中
心
と
し
た
終
身

雇
用
制
の
廃
止
、
ボ
ー
ナ
ス
・
退
職
金
の
廃

止
で
す
。
３
種
類
の
労
働
者
グ
ル
ー
プ
に
分

け
る
と
し
ま
し
た
。
①
長
期
蓄
積
能
力
活
用

型
グ
ル
ー
プ
で
す
。
正
社
員
が
基
本
で
す
が
、

年
功
序
列
型
賃
金
を
改
め
、
成
果
主
義
賃
金

体
系
の
導
入
で
す
。
②
高
度
能
力
活
用
グ
ル

ー
プ
で
す
。
例
え
ば
、
税
理
士
と
か
会
計
士

な
ど
特
殊
技
能
を
有
す
る
職
種
で
す
。
近
年

は
、「
高
プ
ロ
」
と
言
わ
れ
「
残
業
代
ゼ
ロ

法
案
」
の
成
立
の
的
で
す
。
③
雇
用
柔
軟
型

グ
ル
ー
プ
で
す
。
派
遣
社
員
、
嘱
託
社
員
、

契
約
社
員
、
パ
ー
ト
（
短
時
間
勤
務
）・
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
非
正
規
社
員
で
す
。 

Ｈ
Ｇ
＝
当
時
、
２
０
０
０
万
人
の
合
理
化
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
０
万
人
も
合
理
化

で
き
る
か
！ 

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

日
は
全
労
働
者
の
４
割
・
２
０
０
０
万
人
以

上
の
人
た
ち
が
非
正
規
と
い
わ
れ
る
層
に
な

り
、
資
本
の
意
の
ま
ま
で
私
た
ち
の
人
間
ら

し
い
権
利
が
奪
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
ね
。 

司
会
＝
窮
乏
化
法
則
・
資
本
主
義
的
蓄
積
の

一
般
的
法
則
に
つ
い
て
は
わ
か
り
ま
し
た
か
。 

Ｍ
＝
マ
ル
ク
ス
の
生
き
た
時
代
は
、
重
商
主

義
か
ら
自
由
主
義
の
段
階
で
、
資
本
の
自
由

競
争
で
す
か
ら
、
負
け
た
資
本
は
吸
収
さ
れ
、

資
本
の
集
中
・
集
積
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
く

の
は
わ
か
り
ま
す
。
マ
ル
ク
ス
の
死
後
に
、

自
由
と
は
反
対
の
市
場
を
独
占
す
る
「
独
占

・ソフトウェア開発・機械設計・放送機器等操
作・放送番組等演出・事務用機器操作・翻訳・
通訳・速記 ・秘書・ファイリング・調査・財務

処理・取引文書作成・デモンストレーション・
添乗・建築物清掃・建築設備運転点検・整備・
案内・受付、駐車場管理等・研究開発・事業の

実施体制等の企画・立案・書籍等の制作・編
集・広告デザイン・インテリアコーディネータ
ー・アナウンサー・OA インストラクション・テ
レマーケティングの営業・セールスエンジニア
リングの営業・金融商品の営業 放送番組等にお
ける大道具・小道具スタッフ  
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資
本
」
が
発
生
し
、
帝
国
主
義
段
階
へ
移
行

し
ま
す
。
レ
ー
ニ
ン
が
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン

ゲ
ル
ス
主
義
を
継
承
し
『
帝
国
主
義
論
』
を

発
刊
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
一
読

く
だ
さ
い
。 

Ｈ
Ｋ
＝
「
資
本
主
義
的
蓄
積
の
一
般
的
法

則
」
は
、
当
時
よ
り
も
今
日
の
方
が
よ
り
は

っ
き
り
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
景
気
が
上

向
か
な
い
、
不
安
定
だ
、
と
言
わ
れ
な
が
ら

も
、
日
本
も
世
界
も
企
業
の
内
部
留
保
は
毎

年
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま
す
。
他
方
の
労
働
者

階
級
は
、
誰
も
が
言
っ
た
よ
う
に
非
正
規
で

年
収
２
０
０
万
円
以
下
が
４
割
以
上
で
す
。

人
間
ら
し
い
生
活
は
で
き
ま
せ
ん
ね
。
貧
困
、

労
苦
、
奴
隷
状
態
、
無
知
、
野
獣
化
、
道
徳

的
堕
落
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

で
も
、
な
ぜ
、
日
本
の
労
働
者
は
怒
ら
な

い
の
か
、
な
ぜ
、
安
倍
政
権
の
支
持
率
は
下

が
ら
な
い
の
か
不
思
議
で
す
。
こ
の
問
題
は

最
後
に
議
論
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

司
会
＝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
は
、

恐
慌
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。 

恐
慌
の
発
生 

 

Ｓ
Ｋ
＝
近
代
的
機
械
の
改
良
能
力
は
極
端
ま

で
増
加
し
、
こ
の
能
力
は
個
々
の
産
業
資
本

家
に
と
っ
て
、
自
分
の
機
械
を
絶
え
ず
改
良

し
、
そ
の
生
産
量
を
高
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い

う
強
制
命
令
と
変
わ
り
ま
し
た
。
大
工
場
の

膨
張
力
は
質
的
お
よ
び
量
的
膨
張
力
と
し
て

現
れ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
の
生
産
力
の
膨
張
に
対
す
る

障
碍
を
な
す
も
の
は
、
消
費
で
あ
り
、
販
路

で
あ
り
、
大
工
場
の
生
産
物
の
市
場
で
す
。

市
場
の
膨
張
力
は
生
産
の
膨
張
力
に
比
し
て

は
る
か
に
弱
い
法
則
で
あ
り
、
市
場
の
拡
大

は
生
産
の
拡
大
と
歩
調
が
合
わ
な
く
な
り
ま

す
。
生
産
と
消
費
の
矛
盾
で
す
。
こ
の
衝
突

は
不
可
避
と
な
り
、
周
期
的
に
現
れ
ま
し
た
。 

 

最
初
の
全
般
的
恐
慌
が
勃
発
し
た
の
が
、

１
８
２
５
年
で
、
そ
の
後
に
ほ
ぼ
10
年
に

一
回
、
大
混
乱
が
起
こ
り
ま
し
た
。
交
易
は

停
止
し
、
市
場
は
充
満
し
、
生
産
物
は
山
と

積
ま
れ
買
い
手
が
な
く
、
現
金
は
姿
を
隠
し
、

信
用
は
消
え
、
工
場
は
閉
鎖
し
、
労
働
者
大

衆
は
あ
ま
り
に
多
く
の
生
活
手
段
を
生
産
し

た
た
め
に
、
生
活
資
料
に
こ
と
か
き
、
破
産

は
相
次
ぎ
、
競
売
、
競
売
ま
た
競
売
で
す
。 

 

不
況
は
数
年
間
続
き
、
生
産
力
も
生
産
物

も
大
量
に
浪
費
さ
れ
、
破
壊
さ
れ
る
。
山
積

さ
れ
た
商
品
が
多
か
れ
少
な
か
れ
減
価
し
て
、

再
び
動
き
始
め
る
ま
で
、
こ
う
い
う
状
態
が

続
き
ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
に
は
１
８
７
７
年

ま
で
数
え
て
５
回
起
こ
っ
た
と
記
し
て
い
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
生
産
過
剰
恐
慌
で
す
。 

Ｓ
Ｉ
＝
恐
慌
は
、
約
10
年
周
期
で
起
き
た

と
言
っ
て
い
ま
す
。
恐
慌
の
度
に
資
本
の
集

中
・
集
積
が
起
き
、
資
本
は
大
き
く
な
り
、

生
産
力
が
拡
大
し
高
ま
っ
て
く
る
の
は
分
か

り
ま
す
が
、
恐
慌
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。 

Ｍ
＝
恐
慌
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
ね
。
景

気
循
環
に
つ
い
て
「
社
会
科
」
の
授
業
で
習

い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？ 

 

景
気
循
環
は
、
左
図
の
よ
う
に
、
好
況
→

繁
栄
→
恐
慌
→
不
況
→
好
況
と
循
環
運
動
を
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繰
り
返
し
ま
す
。
Ｓ
Ｉ
さ
ん
の
指
摘
す
る
よ

う
に
、
初
め
の
繁
栄
の
時
よ
り
も
次
の
繁
栄

は
生
産
力
が
高
ま
っ
て
い
る
か
ら
高
い
繁
栄

に
な
る
わ
け
で
す
。 

 

で
す
が
、
逆
に
恐
慌
時
の
落
ち
込
み
も
ま

た
激
し
く
な
り
ま
す
。 

Ｏ
Ｋ
＝
恐
慌
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
商
業
資

本
の
商
品
在
庫
が
累
積
し
、
債
務
超
過
で
銀

行
は
支
払
い
の
滞
っ
た
不
渡
り
手
形
を
抱
え
、

倒
産
が
連
鎖
し
、
恐
慌
の
発
生
に
至
り
ま
す
。 

            

Ｓ
Ｋ
＝
私
た
ち
の
生
き
て
き
た
時
代
に
は
、

恐
慌
は
な
い
か
ら
実
感
が
わ
か
な
い
ね
。 

Ｏ
Ｋ
＝
ブ
ラ
ッ
ク
チ
ュ
ー
ズ
デ
ー
と
言
わ
れ

た
１
９
２
９
年
10
月
24
日
（
木
）
に
端
を

発
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
株
価
（
ウ
ォ
ー

ル
街
）
の
下
落
は
、
全
世
界
に
広
が
る
前
例

の
な
い
規
模
で
あ
り
、
株
価
大
暴
落
は
一
ヵ

月
続
き
ま
し
た
。
ダ
ウ
工
業
株
平
均
は
20

世
紀
始
ま
っ
て
以
来
の
最
安
値
と
な
り
、

29
年
水
準
ま
で
戻
る
の
は
54
年
ま
で
か
か 

            

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
、

２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
世

界
恐
慌
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｍ
＝
生
産
力
を
上
げ
る
た
め
に
、
常
に
機
械

を
改
良
し
、
拡
大
生
産
を
繰
り
返
し
て
い
き

ま
す
。
特
別
剰
余
価
値
・
相
対
的
剰
余
価
値

の
増
殖
の
た
め
に
、
労
賃
は
低
く
押
さ
え
つ

け
ら
れ
ま
す
。
生
産
の
膨
張
率
は
生
産
手
段

（
機
械
等
）
の
改
良
で
拡
大
し
ま
す
。
し
か

し
、
労
働
者
は
商
品
生
産
し
剰
余
価
値
を
生

み
出
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
商
品
の
消
費
者

で
す
。
労
賃
が
低
く
押
さ
え
つ
け
ら
れ
た
ら
、

消
費
・
市
場
の
拡
大
は
で
き
ず
、
恐
慌
が
起

こ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

今
日
、
恐
慌
が
起
き
て
な
い
と
い
い
ま
す

が
、
長
期
不
況
状
態
が
延
々
と
続
い
て
お
り
、

ま
た
い
つ
大
恐
慌
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
の
で
す
。
資
本
主
義
に
は
未
来
は
な
い
！ 

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

司
会
＝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回

は
、
テ
キ
ス
ト
学
習
の
最
終
回
、
社
会
主
義

社
会
の
必
然
性
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。 

 

１９２９年のウオール街 


